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３
包装は、光・水・空気を通しません。
真空後、窒素ガスを充填していますので、
開封されるまで新茶の風味を保てます。
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JAグループが半世紀にわたって育んできた「美味・安心・お買い得」自慢の緑茶ブランドです。

各支店窓口にて予約注文承り中

品　名 白　翔 松　楽 玉　翠 宝　玉 白　楽 夕　鶴 紫　鳳 瑞　緑 緑　鳳
規　格 500g(167g×3) 500g(167g×3) 500g(167g×3) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6)

税込価格 10,692円 7,992円 6,372円 10,692円 8,532円 7,452円 6,372円 5,292円 4,212円

おいしい理由
◆ 八十八夜前後に摘んだ、若

く軟らかい新芽を使ってい
ます。

◆ 真空・窒素ガス置換包装に
より開封されるまで新鮮さ
を保ちます。

安心の理由
◆ 残留農薬・添加物の検査を

実施し、安全性の確保に努
めています。

◆ 自社農場・契約農場におい
てGAP認証取得し、食品
安全や環境に配慮した原料
を使用しています。

お買い得の理由
◆ ＪＡへの結集によって大量

に取扱われているブランド
です。

◆ 物流と商流の合理化をはか
り、流通コストを大幅に削
減しました。

ＪＡの店舗統廃合に便乗した
　不審な電話にご注意ください!

※詳しくは15頁をご覧ください。



加須市鴻茎を流れる見沼代用水

認定証 記念の盾

「かんがい」とは
農業に必要な水を河川から水路を引くなどして
供給・排水をすること。

　建設から100年以上が経過し、かんがい農業の発
展に貢献、卓越した技術により建設されたものなど、
歴史的・技術的・社会的価値のあるかんがい施設を
認定・登録する制度。
　見沼代用水は、令和元年９月４日にインドネシア・
バリで開かれた第70回国際執行理事会で認定・登録
が決定されました。

　利根大堰を起点とする総延長約80㎞の用
水。県南東部の約11,340㌶の水田に農業用
水を送るほか、埼玉県民と東京都民約130
万人の水道水も供給しています。
　葛西用水（埼玉県）、明治用水（愛知県）と
ともに日本三大農業用水と称されています。
【かんがい区域】
行田市・羽生市・加須市・鴻巣市・久喜市・
桶川市・上尾市・蓮田市・白岡市・春日部
市・さいたま市・越谷市・川口市・草加市・
戸田市・伊奈町・宮代町
【施設管理者】
独立行政法人水資源機構　見沼代用水土地
改良区

　18世紀初頭、八代将軍・徳川吉宗は米の増産によって幕府の財政を改善しようと新田開発を奨励
しました。当時は、地域の排水を貯留した「溜

た め

井
い

」を水源とする開発を行っていましたが、そのか
んがい面積は限界に達していました。
　そこで、吉宗が招聘したのが井

い

澤
ざ わ

弥
や

惣
そ

兵
べ

衛
え

為
た め

永
な が

です。井澤は、吉宗の出身地である紀州の土木事
業ですでに実績を残していました。彼は現在のさいたま市にあった「見沼溜井」
を廃止し、新田として開発したほか、それに変わる新たな水源として利根川か
ら取水することを考えました。
　こうして、「見沼に代わる用水」として完成したのが見沼代用水です。これ
によって、新たに開発した田と既存田、合計約15,000㌶の水田へ豊富で安定
した水の供給が可能となり、当時の食料増産と財政再建に大きく貢献しました。

見沼代用水が
「世界かんがい施設遺産」に登録されました

世界かんがい施設遺産とは

見沼代用水とは

江戸幕府の財政再建に貢献
：見沼代用水かんがい区域

❷



先進的な土木技術が結集

【誤差わずか６センチの測量】
　大水路を自然勾配で導水するために用いられたのが「水盛
器」と呼ばれる竹竿と木材を加工して作られた測量器具です。
取水地点から最下流部までの測量延長約80㎞で、誤差はわ
ずか６㌢でした。

【取水は今も行田がベスト】
　用水の取水地点である「元

もと

圦
いり

」の位置は、
自然取水できるよう流心や水勢を考慮して
選定されました。昭和43年（1968年）に
現在の取水口である利根大堰が建設された
際にもその位置が最良とされたことから、
当時使われた技術がいかに優れたもので
あったかがわかります。

　利根大堰の完成によって、当初の元圦は廃止さ
れました。現在その場所は史跡として管理されて
います。
　敷地内には、「元圦鎮守弁財天」があり、樋守
弁財天と井澤弥惣兵衛がともに祀られています。
　井澤は今もこの地で、用水路の安全と国家の安
泰を見守り続けていることでしょう。

【川や道路を横断】
　遠方の水田まで水を引くためには、多く
の川や道を横断しなければなりません。
　そのため、川の下に水路をくぐらせる

「伏
ふせ

越
こし

」や上に水路を渡す「掛
かけ

渡
ど

井
い

」が造
られました。これらはこれまでに例を見な
い規模の木造建築物であったほか、当時の
最先端技術で設計・施行されました。

　柴
し ば

山
や ま

伏
ふ せ

越
こ し

（白岡市）の今昔

利根川

見
沼
元
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公
園

見沼代用水元圦史跡
行田市下中条

元
荒
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と
の
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、
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の
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文
書
館
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蔵

埼玉県立歴史と民族の博物館所蔵
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※相談日程は変更になる場合もございます。予めご了承ください。

4/18土
午前９時～
午後３時

ＪＡの無料
年金相談会
☆年金に関する疑
問・質問に、専門
の社会保険労務士
がお答えします。
☆原則予約制です。
最寄りの支店へお
申し込みくださ
い。

　農業機械の安全使用を目
的とした免許取得のための
練習会を開催いたします。
取得ご希望の方は、ぜひご
参加ください。
参加資格：管内で農業に従事されている組合員（家

族）で普通自動車免許（自動二輪も可）
を取得している方

日　　程：定員になり次第随時
　　　　　定員12名で練習会を実施後、運転免許セ

ンターで実地試験を団体受験することが
できます。定員になり次第日程を決定い
たします。

費　　用：練習会は無料
　　　　　受験の際は、別途受験料・トラクター使

用料がかかります。
〇お問い合わせ先〇

行田農機センター　　☎０４８－５５４－９６０３
川里農機センター　　☎０４８－５６９－１５４３
羽生農機センター　　☎０４８－５６５－２６３３
加須農機センター　　☎０４８０－６２－１０１２
騎西農機センター　　☎０４８０－７３－０７３５
北川辺農機センター　☎０２８０－６２－２６７９
大利根農機センター　☎０４８０－７２－２９７２

加須中央支店
☎0480-61-0905
騎西中央支店
☎0480-73-1121
北川辺支店
☎0280-62-2211
大利根中央支店
☎0480-72-3111

開
催
店
舗

羽
生
苗
木
市

日時：	４月18日㈯　
	 9:00～14:00
場所：	ＪＡ羽生農産物
	 直売所前駐車場
電話：	048-563-4609

日時：	４月19日㈰　
	 8:45～
場所：	ＪＡ騎西
	 　　中央支店
電話：	0480-73-1121

騎
西
苗
市

野

市
苗
菜

農耕用限定大型特殊免許受験のための
トラクター練習会を実施します

❹



○条件や制限事項は大きく４つのポイントがあります。全てクリアできれば公道走行が可能です。
　特に「大型特殊免許（農耕用に限る、も含む）」をお持ちでない方は、ポイント４をクリアできません。
　さらに、無免許運転の罰則に該当し、免許取消処分になるので注意してください。
○�誌面の都合上、ポイントに関する詳細な条件・対応策は記載しきれていないので、詳しくはJAほ　
くさい農機センターもしくは加須農林振興センター農業支援部までお問い合わせ願います。

農作業機を直接装着した農耕トラクタの公道走行が可能になりました！

基準緩和認定の条件や制限事項を守ることで

ポイント１　灯火機類

幅1.7ｍ以下
小型特殊・普通免許で運転可

　幅1.7ｍ超え
大型特殊免許で運転可

作業機装着

幅2.5ｍ越え

外側表示板

後退灯を設置

車幅表示「　　全幅2.7ｍ」

標識「　　運行速度15㎞/h以下」

最外側から灯
火器まで40㎝
を超える場合
反射器と制限
表示を設置

ポイント２　幅

ポイント３　安定性

ポイント４　免許

•農作業機を着けた状態でも、灯火機類が他の交通から
見えるか確認しましょう。

※全長4.7ｍ以下、全幅1.7ｍ以下、全高2.0ｍ以下且つ
最高速度15㎞/h以下（以下、①とする）のトラクタ
の場合、車幅灯、尾灯、制動灯、後退灯について取付
義務がないので、作業機を装着した場合でも設置の必
要はありません。

主な対応策
•見えない場合、所定の位置に灯火器類を別途設置す
る。

•見える場合でも、作業機の最外側から40㎝を超える
場合、反射器と制限標識を所定の位置に設置する。

•①のトラクタの場合、作業機を装着した状態で車両の
幅が1.7ｍを超えないか確認しましょう。

主な対応策
•超えた場合、左側にサイドミラーを設置する。

•トラクタ単体を含め、作業機をつけた状態で幅が2.5ｍ
を超えていないか、確認しましょう。

主な対応策
•幅が2.5ｍを超えた場合、道路法に基づく特殊車両許
可を道路管理者から得る。

•外側表示板、反射器、灯火器、車幅表示を所定の位
置に設置する。

•安定性の取れたトラクタと作業機の組み合わせが（一社）
日本農業機械工業会のＨＰで公表されています。自分の
使用している機械について確認しましょう。

主な対応策
•確認が取れていない場合、15㎞/ｈ以下で運行する。
•「運行速度15キロメートル毎時以下」の標識を所定の
位置に表示する。

•�農耕トラクタ単体又は農作業機を装着した状態での寸
法が、全長4.7ｍ以下、全幅1.7ｍ以下、全高2.0ｍ以
下（安全フレーム等の高さ2.8ｍ以下）を満たすか、
確認しましょう。

主な対応策
•基準を満たさない場合、大型特殊免許を取得する。

加須農林振興センター　農業支援部
☎０４８０－６１－３９１１

❺



稲 作
体 験

田
植
え

お申込・お問合せ先

稲
刈
り5/9土

午前10時～午後２時（予定）
9/12土
午前10時～午後２時（予定）

参加費無料

ＪＡほくさいでは、食農教育活動の一環とし
て地域住民の皆さまを対象に稲作体験教室を
開いています。ご家族・お友達同士お誘い合
わせのうえ、ふるってご参加ください。

〒348-8513　羽生市東7-15-3
ほくさい農業協同組合　営農部営農支援課
稲作体験教室募集係
TEL. 048-563-3000　FAX. 048-561-4530
Ｅメール　hokusai015@st-ja.or.jp

【募集人数】15家族（約60名）。原則としてＪＡほくさい管内（行田市・羽生市・加須市・旧川里町）
にお住まいの方で、田植え・稲刈りの両日参加できる方。２名以上でお申し込みください。応募多
数の場合は抽選とします。

【応募方法】ＪＡに備え付けの専用用紙で支店窓口またはＦＡＸでお申込みいただくか、郵便はが
きまたはＥメールで「稲作体験教室希望」と明記のうえ、①郵便番号②住所③参加者全員の氏名（ふ
りがな）・年齢④日中連絡のとれる電話番号�を記入し、下記の宛先までご応募ください。当選され
た方には別途参加案内を差し上げます。

【その他】☆雨天の場合、内容を変更または中止することがあります。☆お子様には田植え用水田
足袋を貸出しいたします（無料）。ご希望の方は、お申し込みの際に靴のサイズ（18㌢・20㌢・22㌢・
24㌢）をご記入ください。

【締め切り】４月10日（金）申込先必着

会　場

ＪＡ大利根ライスセンター
近隣ほ場

（加須市細間712）

両日とも
昼食つき
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品質は安全の上に成り立つ

水
稲
早
期
・
早
植
栽
培
の
育
苗

気
温
の
変
化
に
対
応
し
た
苗
管
理

　

昨
年
は
、
４
月
の
育
苗
期
に
、

気
温
の
変
動
が
大
き
く
、
苗
の
徒

長
や
苗
床
の
乾
燥
、
苗
立
枯
病
に

よ
る
不
揃
い
が
一
部
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
も
、
基
本
技
術
に

合
わ
せ
、
こ
う
し
た
気
温
の
変
化

に
対
応
し
た
苗
づ
く
り
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

一
　
種
子
消
毒

　

温
湯
消
毒
等
で
種
子
消
毒
し
て

な
け
れ
ば
、
必
ず
浸
種
前
に
種
子

消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

二
　
浸
種
・
催
芽

　

浸
種
は
、
水
温
10
℃
で
10
日
間

（
15
℃
で
７
日
間
）
を
目
安
と
し
、

籾
殻
が
透
き
通
っ
た
ア
メ
色
に
な

る
ま
で
十
分
吸
水
さ
せ
ま
す
。　

　

水
温
が
20
℃
以
上
で
は
病
害
発

生
の
助
長
や
、
浸
種
中
の
発
芽
・

発
根
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
水
温
に
注
意
し
、
温
度

変
化
の
少
な
い
日
陰
で
浸
種
を
行

い
ま
す
。

　

酸
欠
を
防
ぎ
水
温
を
均
一
に
す

る
た
め
、
時
々
籾
袋
を
上
下
反
転

し
、
必
要
に
応
じ
て
水
を
替
え
ま

し
ょ
う
。

　

播
種
す
る
前
日
に
、
30
℃
で
15

～
20
時
間
加
温
し
、「
ハ
ト
胸
状

態
」
に
催
芽
し
ま
す
。
幼
芽
長

0
・
5
～
1
・

0
㎜
で
９
割
程

度
芽
切
っ
た
状

態
が
理
想
で
す
。

（
図
１
）

三
　
播
種

　

苗
箱
は
、
１
坪
60
株
植
・
50
株

植
で
そ
れ
ぞ
れ
10
ａ
当
た
り
20
箱
、

17
箱
が
目
安
で
す
。

　

播
種
量
は
、
１
箱
当
た
り
乾
籾

で
1
5
0
～
1
8
0
ｇ
で
す
。
播

種
量
が
多
い
と
、
軟
弱
徒
長
し
や

す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
を
入
れ
た
苗
箱
に
た
っ
ぷ
り

潅
水
し
た
後
に
播
種
し
、
種
籾
が

見
え
な
く
な
る
程
度
に
覆
土
し
、

覆
土
後
の
潅
水
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

育
苗
器
を
使
わ
な
い
場
合
に
は

で
き
る
だ
け
暖
か
い
日
に
播
種
作

業
を
行
い
、
出
芽
期
の
温
度
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
ま
め
に
乾
き
状
態
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

四
　
育
苗
中
の
管
理

　

育
苗
中
は
、
表
１
を
目
安
に
管

理
し
ま
す
。
温
度
を
確
認
し
な
が

ら
、
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

苗
立
枯
病
の
対
策
は
、
種
子
消

毒
や
育
苗
箱
の
消
毒
、
適
正
な

温
・
湿
度
管
理
が
基
本
で
す
。
タ

チ
ガ
レ
ン
、
ナ
エ
フ
ァ
イ
ン
等
で

培
土
を
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　

低
温
が
続
い
た
場
合
は
、
従
来

ど
お
り
、
育
苗
用
マ
ッ
ト
を
活
用

し
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
中
の
気
温
が
高
く
な
る
日
は
、

風
向
き
を
考
え
て
換
気
す
る
と
と

も
に
、
直
射
日
光
の
当
た
る
部
分

や
ハ
ウ
ス
内
の
熱
だ
ま
り
に
な
る

場
所
な
ど
が
部
分
的
に
乾
燥
し
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

緑
化
期
以
降
は
朝
十
分
潅
水
し
、

そ
の
後
は
苗
箱
の
表
面
が
極
端
に

乾
い
た
ら
潅
水
す
る
程
度
と
し
ま

す
。
水
の
や
り
す
ぎ
は
根
張
り
を

悪
く
し
ま
す
。
一
方
、
高
温
の
場

合
は
乾
燥
し
ま
す
の
で
、
乾
燥
状

態
に
よ
っ
て
は
昼
間
少
量
散
布
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
気
温
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ

り
き
め
細
か
い
管
理
が
必
要
で
す
。

○
農
薬
使
用
の
際
は
、
ラ
ベ
ル
表
示
を

収
益
力
の
高
い
未
来
あ
る

農
業
経
営
を
可
能
に
！

　

今
年
度
最
後
の
G
A
P
は
、
こ

れ
ま
で
の
ま
と
め
で
す
。

　

G
A
P
に
取
り
組
み
、
食
品
安

全
、
労
働
安
全
・
福
祉
、
環
境
保

全
に
配
慮
し
た
経
営
を
行
う
こ
と

で
高
い
「
安
全
性
」
を
確
保
で
き

ま
す
。
そ
の
安
全
性
を
基
礎
と

し
、
栽
培
技
術
を
活
か
す
こ
と
に

よ
り
、高
い
品
質
が
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
業
務
の
見
え
る
化
・
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
が
可
能
と
な
り
、
無

駄
の
な
い
生
産
が
図
れ
ま
す
。
価

値
あ
る
品
質
と
無
駄
の
な
い
生
産

は
収
益
性
を
高
め
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
G
A
P
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
結
果
的
に
収
益
性
の
高
い
農

業
経
営
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が

得
ら
れ
ま
す
。

必
ず
確
認
し
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
令
和
元
年
12
月
18
日
現
在
の
登
録
内

容
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
○
農
薬
の
飛

散
防
止
・
農
薬
使
用
記
録
の
記
帳
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０

－

６
１

－

３
９
１
１

表1 育苗中の温度・水管理

生育段階 出芽期 緑化期 硬化期
幼芽8～10㎜ 本葉１葉まで 本葉2～2.5葉

留意事項 芽を伸ばしすぎない 日光を徐々に当てる 日光・外気に
十分当てる

日　数 ２～３日 ３～４日 10～15日

温度 昼 昼夜30℃ 20～25℃ 20～25℃
夜 15～20℃ 10～15℃

潅　水 原則しない 原則午前中　やり過ぎに注意

備　考 32℃以上で立枯病が
発生しやすい

日中30℃以上、夜間
15℃以下にしない

日中30℃以上、夜間
10℃以下にしない

図１ ハト胸状態の種籾図２ 目標とする苗

0.5〜1.0mm

草丈13㎝
2.2〜2.5葉

第３葉

第１葉

鞘葉
不完全葉

第２葉
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８～11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

半促成キュウリ出荷本番
～羽生市野菜組合～

　農事組合法人羽生市野菜組合で、２月中旬から半促成キュウリの出荷
が本格化しました。
　利用する選果場では、31名のパート従業員が組合員らの指導のもと
選果・箱詰めなどの作業を行っています。２月の平均出荷量は１日600
㌜（１㌜５㌔）。４月中旬から５月中旬のピーク時には、1,000㌜を超
えることもあり、シーズン終盤の６月下旬までに都内の大手市場に約
450㌧を出荷する予定です。
　萩原丈夫理事長は「天候不順の影響で全国的な品薄状態が続き、初荷
には高値がつきました。このような値段が最後まで続くことは難しいと
思うが、肥培管理に留意し、高い品質を保つことで有利販売に繋げてい
きたい。」と話しています。

房総の旅を満喫
～年金友の会親睦旅行～

　ＪＡほくさい年金友の会（箱島
登会長）は、２月４日から３班に
分かれて親睦旅行に出かけました。
それぞれ一泊二日の日程で、管内
全域から240名の会員が参加しま
した。
　今回は、ひと足先に春の気分を
味わおうと房総半島に出かけまし
た。レストラン ザ・フィッシュで
地魚のお刺身定食に舌鼓をうった
ほか、道の港まるたけでは地元海
産物の買い物を楽しみました。
　宿泊先の鴨川グランドホテルでは、桜ちかこさんらによるス
テージショーを堪能。セニョール玉置さんは息もつかせぬテンポ
でさまざまな有名人のものまねを披露し、会場を沸かせました。
　また、夜の宴会では各支部長による挨拶のほか、同ホテルの宿
泊券などが当たる抽選会なども行われ、大いに盛り上がりまし
た。

食育実践科の高校生がキュウリの収穫体験
　１月29日、加須市水深地区のキュウリ農家・佐久
間尉匡さんと株式会社田島農園のほ場に、花咲徳栄高
校の食育実践科の１年生が農業体験に訪れました。
　訪れた69名は、それぞれの農家から播種から収穫
に至るまでの工程について説明を受けたほか、実際に
越冬キュウリの収穫を体験しました。
　指導役を務めた田島充さんは「生徒からは『なぜキ
ュウリを栽培しているのか』や『ハウス内の温度は何
度か』など様々な質問があがり、皆がいかに興味を持
って取り組んでくれたのかがよくわかりました。とて
もうれしかったです。」と話していました。生徒を指導する田島さん㊧

セニョール玉置さんによるショー

挨拶する箱島会長

桜さん㊧に花束を贈呈した
大利根支部の大塚久雄さん

❽



Ｓ－ＧＡＰ実践農場の評価を取得
　北川辺とまと研究会が、埼玉版農業生産工程管理（Ｓ－ＧＡＰ）
実践農場の集団評価を受けました。
　１月15日に利用する選果場内で交付式が行われ、下山房巳会長
が評価書を受け取りました。ＪＡが事務局を務める団体で評価され
たのは、県内で初めてのことです。
　同会が取得に向けて動き出したのは平成30年。集団での取得に
は構成員数の一定割合以上の評価が必要であることから、下山会長
と前会長の石島大士さん、松橋正さんが昨年の春に個人で評価を取
得。３人が中心となって他の会員にも取り組みを呼びかけ、集団と
しての評価となりました。

　また、県立特別支援学校羽生ふじ高等学園は農業技術科で栽培するトマトとメロンで取得し、２月４日に交付
式が行われました。
　代表して評価書を受け取った３年生の萱原洵さんは「卒業後は農
業法人で働く予定です。今回学んだことを生かして、消費者に美味
しい農産物を届けたいです。」と話していました。
　秋山淳校長は「今日は学校にとっても私にとっても大変うれしい
日。この経験をこれからの人生の『足し』にしてほしい。」と生徒
らにエールを送りました。
　平成19年に開校した同校。同科では、水稲のほか露地や施設で
約40種の農作物の栽培を学習します。収穫した野菜等はＪＡ羽生
農産物直売所や熊谷市内のデパートなどでも販売しています。

市場を招きほ場見学会～川里花き出荷協議会～
　川里花き出荷協議会（小河原一雄会長）は、２月７日にほ場
見学会を開きました。
　参加したのは、全国の取引市場約20社。会員のほ場を視察
してもらい、今後の販売促進に繋げるとともに、この後出荷を
予定する品目の概算の受注数を把握することが目的です。
　参加者は、９軒の会員のほ場を回り、サイネリアやぺラルゴ
ニウムなど約30種の鉢花を視察。さまざまな質問を投げかけ
るなどして、熱心に見学していました。

農業機械大展示会
　１月25日と26日に加須市のむさしの村で、毎年恒例の「第
59回農業機械大展示会」が開かれました。
　低い雲が広がるあいにくの天気ではありましたが、２日間で
県内全域から約4,600名、管内からは約680名が来場しました。
　生産コスト低減や省力化など先端技術を駆使した最新農業機
械のほか、中古農機の展示、肥料・農薬の相談コーナーなどが
設けられ、多くの人で賑わいました。
　また、特設コーナーには公道走行を可能にした農作業機つき
農耕トラクターや共同購入トラクターなども展示され、注目を
集めました。

下山会長（前列右から３人目）と会員ら

農業技術科の３年生と秋山校長（前列右）ら
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高品質ナスの生産を目指して～ナス栽培講習会～
　北埼地区野菜一元共販連絡協議会は、１月28日にJA騎西中央支店でナスの栽培講習会を開きました。
　参加したのは、川里と騎西の会員ら約20名。種苗会社の社員と加須農
林振興センターの職員を講師に招き、「式部ナス」と「ラクロ」の今後の
栽培管理と病害虫対策について学びました。
　通常ナス栽培では着果を促すためホルモン処理を行いますが、「ラクロ」
はその必要がありません。省力化につながると近年この品種に切り替える
会員も増えています。栽培する会員は「その分の手間を他の栽培管理にあ
て、より高品質なナスを出荷したい。」と熱心に耳を傾けていました。
　同会のナスは３月上旬から７月上旬まで首都圏の市場に出荷されます。

地域福祉に役立てられます～秋のイベント売上金～
　昨年秋に各地区で行われた下記イベントの売上金等
が、各市社会福祉協議会に寄付されました。皆さまの
ご来場ありがとうございました。

【第２回行田農業まつり】
　行田市農産物品評会実行委員会（山﨑功一委員長）
から品評会コーナーの売上金107,100円。
　また、30年度の同イベントの寄付に対し、２月３
日に表彰状が贈られました。

【かわさとフェスティバル2019】
　ＪＡ川里中央支店からポップコーンの売上金
26,300円。

【第30回羽生市農業まつり】
　羽生市農業まつり運営委員会（藤倉隆雄会長）から
農産物品評会に出品された米40㌔と売上金の一部
155,000円。

【加須市合併10周年記念 第41回加須地域農業まつり】
　加須地域農業まつり運営委員会（関和俊雄委員長）
から農産物品評会に出品された米52㌔（彩のかがやき33㌔、コシヒカリ６㌔、彩のきずな13㌔）。

【銀杏祭・ＪＡ秋の収穫祭（騎西地区）】
　加須市騎西農産物収穫祭運営委員会（茂木壯一委員長）から女性部コーナーの売上金の一部80,000円。

【北川辺ふるさと秋まつり・産業祭】
　北川辺青果物出荷協議会（増田守男会長）から売上金の一部30,000円。

【加須市合併10周年記念 第９回加須市童謡のふる里おおとね市民まつり】
　ＪＡ大利根中央支店から焼き芋の売上金14,800円。

農産物直売所利用者日帰りバスツアー
　ＪＡは、１月22日にＪＡ共済連埼玉県本部の支援を受けて農産物直売
所の利用者を対象とした日帰りバスツアーを行いました。管内５店舗の利
用客40名がイチゴ狩りやそば打ちを楽しみました。
　ツアーの目的は、収穫体験や調理実習を通して「食の安全・安心」や「地
産地消」を体感していただき、管内産農産物の消費拡大に繋げることです。
昨年11月１日から同30日までに1,000円以上の買い物をした利用者に応
募券を配布し、1,588組の応募がありました。
　参加者は、秩父フルーツファームでイチゴ狩りを体験。「紅ほっぺ」や「や

よいひめ」、「恋みのり」の３種類を味わい、それぞれ品種による味の違いを楽しみました。
　加須市内から参加した女性は「そばもイチゴも、やっぱり農産物は『新鮮』が一番。今後も積極的に直売所を
利用したい。」と話していました。

河田晃明羽生市長に目録を手
渡す藤倉会長㊨

石井直彦行田市長から表彰状
を受け取る山﨑委員長㊨

大橋良一加須市長に寄付金を
手渡す茂木委員長㊧

大橋良一加須市長に米を手渡
す関和委員長㊧
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山﨑職員㊧と森職員

絶品のおはぎが完成～女性部羽生支部～
　ＪＡ女性部羽生支部（長谷川タマ子部長）は、１月30日に手子林公
民館で健康で風土に合った食生活研修会を行いました。
　参加したのは、部員ら21名。今回は２月に行うふれあいデイサービ
スで提供する昼食の献立の検討会を兼ねています。
　今回、招待する高齢者にぜひふるまいたいと企画したのは、おはぎ。
部員が栽培した小豆で粒あんとこしあんを煮て、２種類作りました。そ
の味は、立ち会ったＪＡ職員が「これまで食べた中で一番おいしい」と
言うほどでした。
　また、冬野菜をふんだんに活用した「大根とチキンの塩こうじ煮」や「ほうれん草のおひたし」なども調理。
どれもとびきりの味に仕上がり、デイサービス当日がとても楽しみになった一日でした。

ひな人形を飾りつけ～ＪＡ川里中央支店～
　ＪＡ川里中央支店は、２月４日にひな人形の飾りつけを行いました。
　同支店では、近隣の「花久の里」でも開催される「鴻巣びっくりひな
祭り」にあわせてひな人形の街をＰＲしたいと平成２２年から毎年店頭
に飾っています。
　大きな７段飾りと小さな５段飾りのほか、昨年からは同支店職員の家
族が手作りしたつるし雛が加わり、さらに今回からはちりめん細工の熊
手も登場しました。
　野本勝之基幹支店長は「お客さまに喜んでいただきたいと、毎年職員
総出で飾りつけを行います。皆さまに春の訪れを感じていただければ、
何よりです。」と話しています。

行田農産物直売所利用協議会が県外研修
　ＪＡほくさい行田農産物直売所利用協議会（関和英之会長）は、
１月28日から１泊２日で新年会を兼ねた県外研修旅行に出かけま
した。
　今回の旅先は伊豆。参加した31名は、ＪＡ伊豆の国「農の駅伊豆」
で農産物だけでなく多彩な加工品なども所狭しと並ぶ様子を見学し
ました。いずれの会員も自分の出荷物に何か応用できる事は無いか
と一つ一つ手に取って真剣に見学していました。
　また、宿泊先の熱川プリンスホテルではそれぞれが踊りやカラオ
ケを披露するなどして親交を深めました。

ＪＡ長期講習に参加しました
　12月９日から２月５日まで、寄居町の県農業団体教育センターでＪＡ県中央会による長期講習が行われ、当

ＪＡから２名の職員が参加しました。
　この講習は、県内の10ＪＡから職員17名が集まり、将来のＪＡ
を担う人材として事業のみならず管理や会計、人事労務マネジメン
ト技術等の習得を目的に毎年行われています。
　試験結果によって成績上位者は表彰され、行田中央支店の森恭太
職員は全農埼玉県本部長賞に、騎西中央支店の山﨑翔太職員は共済
連埼玉県本部長賞に輝きました。
　森職員は「この講習で学んだことを生かして、組合員や地域の皆
さまのために更なる貢献ができるようこれからの業務をこなしてい
きたいです。」と話しています。
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クライミングウォール
加須市民体育館

加須市下三俣590　☎0480-62-6123

　東京オリンピックで初めて実施されることでも
近年注目を集めるスポーツクライミング。
　同館には、室内施設としては国内最大級のリー
ド用壁が４面あります。これまでこの壁でワール
ドカップやジャパンカップ、国民体育大会など大
きな大会が行われ、数々の熱戦が繰り広げられて
きました。
　初心者でも楽しく安全に親しんでもらえるよう
にと、同市教育委員会による体験イベントなども
開かれています。

身近な地域の名所をご紹介します

ほくさい
彩発 見

青
春
も
余
生
も
こ
の
地
空
っ
風　
　
　
　
　

羽　

生　

五
十
嵐
弘
子

老
い
方
に
前
後
期
な
し
春
う
ら
ら　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

凧
揚
る
走
る
子
あ
れ
ば
寝
る
子
あ
り　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

今
朝
の
地
震
地
を
突
き
上
げ
て
蕗
の
薹　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

剪
定
の
途
中
で
ス
マ
ホ
見
る
庭
師　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

お
年
玉
我
慢
学
べ
と
言
葉
添
え　
　
　
　
　

加　

須　

田
口　

悦
子

お
ら
が
世
の
餅
は
や
っ
ぱ
り
臼
の
音　
　
　
　

〃　
　

松
永　

喜
芳

健
や
か
に
生
き
た
友
逝
く
冬
す
み
れ　
　
　

騎　

西　

戸
田　

達
子

萬
物
の
い
の
ち
讃
え
る
初
日
の
出　
　
　
　

行　

田　

飯
塚
よ
ね
子

同
じ
物
た
べ
て
笑
っ
て
女
正
月　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

麦
を
踏
む
母
の
悲
し
み
子
は
知
ら
ず　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

薄
氷
を
割
る
子
蹴
る
子
や
通
学
路　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

冬
耕
の
遠
く
ひ
と
り
も
鍬
に
ぎ
る　
　
　
　
　

〃　
　

中
島　

价
市

青
空
を
そ
よ
ぐ
笹
の
葉
初
音
か
な　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

雛
納
め
明
日
へ
の
夢
路
拡
が
れ
り　
　
　
　

加　

須　

松
本　
　

清

余
生
に
も
そ
の
日
そ
の
日
の
年
初
め　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

遠
き
富
士
鳶
舞
ふ
影
の
淑
気
か
な　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

つ
れ
づ
れ
に
賀
状
何
度
も
読
み
返
し　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

亡
き
母
の
下
げ
て
久
し
き
春
着
か
な　
　
　
　

〃　
　

長
瀬　

三
男

お
正
月
陽
射
し
も
犬
も
膝
の
上　
　
　
　
　
　

〃　
　

樋
口
登
美
子

注
連
縄
を
張
り
て
年
越
し
す
里
社　
　
　
　

川　

里　

石
渡　

正
一

冬
夕
焼
け
秩
父
連
山
空
染
め
て　
　
　
　
　

行　

田　

蓮　
　

洋
子

※
５
月
号
へ
の
投
句
は
、
３
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
販
売
課
（
住
所
不
要
）
宛

て
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

生
家
よ
り
誠
意
丸
ご
と
餅
届
く　
　
　
　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

（評）
年
齢
的
に
見
て
も
生
家
か
ら
嫁
い
で
五
十
年
以
上
は
経
過
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
。
世
代
は
変
っ
て
も
今
な
お
正
月
の
餅
が
届
く
。
生

家
と
は
有
り
難
い
も
の
だ
。
中
七
の
「
誠
意
丸
ご
と
」
に
感
謝
の

気
持
ち
と
餅
の
形
ま
で
見
え
て
来
る
。
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し
て
親
権
を
行
う
者
が
い
な
く
な

る
の
で
、
家
庭
裁
判
所
は
、
A
又

は
A
の
親
族
等
の
請
求
で�

A
の

未
成
年
後
見
人
を
選
任
し
ま
す
。

B
も
A
の
父
で
す
か
ら
請
求
で
き

ま
す
。
誰
を
A
の
未
成
年
後
見
人

に
選
任
す
る
か
は
、
家
庭
裁
判
所

が
、
A
の
年
齢
や
心
身
生
活
状
況

等
の
A
の
事
情
、
未
成
年
後
見
人

候
補
者
の
職
業
・
経
歴
等
の
未
成

年
後
見
人
候
補
者
の
事
情
を
総
合

的
に
考
慮
し
て
決
め
ま
す
（
民
法

8
4
0
条
3
項
）。
家
庭
裁
判
所

が
C
を
選
任
す
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
あ
な
た
が
C
を

A
の
未
成
年
後
見
人
と
し
た
い
の

で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
が
遺
言
で
A

の
未
成
年
後
見
人
を
C
に
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
同
8
3
9

条
1
項
）。

あ
な
た
が
死
亡
し
て
も
A
の
親

JAほくさい顧問弁護士
長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②「
未
成
年
の
子
が
親
の
名
義
で
ネ
ッ
ト
購
入

―
親
が
カ
ー
ド
管
理
上
の
責
任
を
負
う
」

①「
離
婚
し
た
夫
に
子
を
渡
さ
な
い
方
法
は
？

―
遺
言
で
未
成
年
後
見
人
を
指
定
」

私
は
、
3
年
前
に
離
婚
し
ま

し
た
。
7
歳
の
子
A
の
親
権
者

は
私
で
す
。
も
し
、
A
が
未
成

年
の
間
に
私
が
死
亡
し
た
ら
、

A
の
親
権
者
は
元
夫
の
B
に
な

り
ま
す
か
？
私
の
母
C
（
父
は

死
亡
）
を
A
の
未
成
年
後
見
人

に
指
定
で
き
ま
す
か
？
A
の
養

育
費
と
し
て
私
の
遺
産
を
C
だ

け
に
遺
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
で
す
か
？

私
の
17
歳
の
娘
A
が
私
の
知

ら
な
い
間
に
ネ
ッ
ト
通
販
で
12

万
円
の
コ
ー
ト
を
私
名
義
で
買

い
、
私
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
決
済
し
ま
し
た
。
A
は
そ
の

コ
ー
ト
を
何
度
も
着
て
外
出
し

て
い
ま
す
。
販
売
店
に
、「
服
を

返
品
す
る
か
ら
代
金
請
求
を
し

な
い
で
ほ
し
い
」
と
連
絡
し
ま

し
た
が
「
使
っ
て
い
る
な
ら
返

品
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
セ
ル
し

て
12
万
円
を
払
わ
ず
に
済
む
方

法
は
あ
り
ま
す
か
。

仮
に
、
A
が
A
名
義
で
取
引
し

た
場
合
、
法
定
代
理
人
と
し
て
あ

な
た
は
、
A
と
販
売
店
と
の
売
買

契
約
を
取
り
消
し
（
民
法
５
条
２

項
）、
現
に
利
益
を
受
け
て
い
る

限
度
の
返
還
義
務
（
現
行
民
法

1
2
1
条
但
書
）
を
負
い
ま
す
。

つ
ま
り
手
元
に
あ
る
コ
ー
ト
を
返

せ
ば
足
り
る
の
が
原
則
で
す
。
こ

れ
に
は
A
が
自
分
は
成
人
だ
と
偽

ら
な
か
っ
た
事
が
必
要
で
す
（
同

法
21
条
）。
た
だ
し
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
名
義
人
で
あ
る
あ
な
た

の
責
任
は
別
で
す
。

こ
れ
と
は
異
な
り
本
件
で
は
、

A
は
、
あ
な
た
と
偽
っ
て
売
買
取

引
を
し
た
の
で
、
A
を
あ
な
た
の

代
理
人
（
又
は
使
者
）
と
し
て
、

あ
な
た
と
販
売
店
と
の
間
に
取
引

が
成
立
し
て
い
ま
す
。あ
な
た
は
、

取
引
し
た
覚
え
も
無
く
A
に
代
理

権
も
与
え
て
い
な
い
の
で
す
か

ら
、
原
則
、
あ
な
た
と
の
間
の
取

引
は
無
効
で
す
（
民
法
1
1
3
条

1
項
）。

し
か
し
、
販
売
店
は
、
あ
な
た

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
管
理
上
の

責
任
か
ら
、
表
見
代
理
（
代
理
人

と
見
え
る
外
形
を
作
り
出
し
た
場

合
は
代
理
と
し
て
有
効
に
な
る
制

度
）
を
主
張
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
（
同
法
1
0
9
条
）。
更
に
、

A
は
、
販
売
店
を
欺
し
て
損
害
を

被
ら
せ
た
の
で
、
販
売
店
か
ら
不

法
行
為
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
請

求
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

（
同
法
7
0
9
条
、
7
1
2
条
）。

A
は
17
歳
で
す
か
ら
、
少
し
ず

つ
で
も
12
万
円
を
あ
な
た
へ
返
済

さ
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

仮
に
、
A
が
未
成
年
の
間
に
あ

な
た
が
死
亡
し
た
場
合
、
A
に
対
①

②

①

②

権
者
を
確
保
す
る
方
法
と
し
て
、

C
が
あ
な
た
の
同
意
を
得
て
A
を

養
子
に
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す

が
、
C
が
A
を
養
子
に
す
る
と
あ

な
た
は
親
権
を
喪
失
し
ま
す
。
あ

な
た
の
死
亡
後
に
C
が
A
を
養
子

に
す
る
に
は
、
ま
ず
A
の
未
成
年

後
見
人
を
選
任
し
そ
の
承
諾
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
同
法

7
9
7
条
1
項
、
8
3
8
条
1

号
）。また

、
あ
な
た
の
死
亡
に
よ
り

あ
な
た
の
財
産
は
A
が
相
続
し
C

は
相
続
し
ま
せ
ん
か
ら
、
C
に
あ

な
た
の
財
産
を
取
得
さ
せ
た
い
な

ら
C
へ
遺
贈
す
る
旨
の
遺
言
が
必

要
で
す
。
そ
の
後
C
が
死
亡
す
る

と
、
C
の
実
子
と
共
に
A
も
養
子

と
し
て
C
の
相
続
人
に
な
り
ま
す

（
同
法
8
0
9
条
、
8
8
7
条
1

項
）。
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二重マスの文字を
A ～ F の 順 に 並
べてできる言葉は
何でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
ひ
な
人
形
に
供
え
る
角
張
っ
た
食

べ
物

❷
守
備
の
反
対
語

❸
サ
ン
と
ゴ
の
間

❹
兵
庫
県
の
郷
土
料
理
。
地
元
で
は

卵
焼
き
と
も
呼
ば
れ
ま
す

❺
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
…
…
と
数
え
て
11
番

目❼
走
る
と
切
れ
る
こ
と
も

❾
京
の
着
倒
れ
、
大
阪
の
─
─

⓫
白
井
義
男
は
日
本
人
初
の
ボ
ク
シ

ン
グ
世
界
─
─
で
す

⓬
骨
と
骨
と
を
つ
な
ぎ
ま
す

⓭
白
米
を
量
る
と
き
に
使
う
単
位
の

一
つ

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
２
年
３
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
２
月
号
の
答
〉

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

⓮
父
や
母
の
姉
妹
で
す

⓯
─
─
し
て
得
取
れ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
成
長
す
る
と
鶏
に
な
り
ま
す

❸
太
陽
が
東
か
ら
昇
る
時
分

❻
車
の
方
向
指
示
器
の
こ
と

❽
事
故
な
ど
を
現
場
に
居
合
わ
せ
て

直
接
見
る
こ
と

❿
工
業
─
─
。
─
─
社
会
。
─
─
政

党⓫
地
震
、
雷
、
火
事
、
─
─

⓭
真
ち
ゅ
う
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
は
ん

だ
な
ど
の
こ
と

⓮
雑
巾
を
用
意
し
て
年
度
末
の
─
─

を
し
た

⓰
版
画
を
刷
る
と
き
に
使
い
ま
す

⓱
旧
暦
3
月
の
異
称
で
す

☆
１
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

　

当
選
者
は
次
の
10
名
で
す
。

　

現
在
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
で

は
、
組
合
員
・
利
用
者
の
満

足
度
向
上
を
目
指
し
て
支
店

等
再
編
計
画
を
進
め
て
お

り
、
令
和
２
年
１
月
以
降
順

次
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
対
し

説
明
会
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
れ
に
便
乗
し
、「
店
舗

統
廃
合
に
伴
っ
て
現
金
や
通

帳
を
Ｊ
Ａ
職
員
が
預
か
り
に

行
く
」
な
ど
の
不
審
な
電
話

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
再

配
置
以
後
、
廃
止
店
舗
で
開

設
い
た
だ
き
ま
し
た
通
帳
等

に
つ
い
て
は
お
切
替
が
必
要

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
Ｊ
Ａ
か
ら
そ
の
よ
う
な

ご
連
絡
を
す
る
こ
と
は
一
切

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
不
審
な
電

話
を
受
け
た
場
合
は
、
す
み

や
か
に
地
元
警
察
ま
た
は
ご

利
用
店
舗
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い

　

本
誌
が
本
年
度
最
後
の
発
行
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
「
令
和
」
へ
の
改
元
や
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
な
ど
、「
変
化
」
の
目
立

つ
年
で
し
た
。

　

昨
今
は
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
も
よ
り
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
に
も
「
変
化
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

組
合
員
と
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
さ
ら
に

愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
、
来
年
度
に
向

け
て
Ｊ
Ａ
役
職
員
一
同
な
お
一
層
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｋ
・
Ｔ

編
集
後
記

☆
内
田　
雅
巳
さ
ま　
（
行　

田
）

☆
石
井　
文
明
さ
ま　
（
行　

田
）

☆
程
塚　
正
史
さ
ま　
（
川　

里
）

☆
渋
沢　
弘
子
さ
ま　
（
羽　

生
）

☆
江
里
原
春
美
さ
ま　
（
羽　

生
）

☆
中
澤　
益
子
さ
ま　
（
加　

須
）

☆
大
熊　
好
子
さ
ま　
（
加　

須
）

☆
若
山　
花
子
さ
ま　
（
騎　

西
）

☆
山
﨑　
千
惠
さ
ま　
（
北
川
辺
）

☆
小
野
田
一
俊
さ
ま　
（
大
利
根
）

店
舗
統
廃
合
に

伴
う
不
審
電
話
に

ご
注
意
を

�
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３
包装は、光・水・空気を通しません。
真空後、窒素ガスを充填していますので、
開封されるまで新茶の風味を保てます。

エ
ー
コ
ー
プ
銘
茶
は
、

ま
ろ
や
か
な
旨
味
を
引
き
出
す

深
蒸
製
法
の
お
茶
と

さ
わ
や
か
な
香
り
を
生
か
す

伝
統
製
法
の
お
茶
を

熟
達
し
た
技
術
で

ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

茶
葉
は
す
こ
し
細
か
く

な
り
ま
す
が
、
こ
の
細
か
な

茶
葉
こ
そ
旨
味
の
素
で
す
。

JAグループが半世紀にわたって育んできた「美味・安心・お買い得」自慢の緑茶ブランドです。

各支店窓口にて予約注文承り中

品　名 白　翔 松　楽 玉　翠 宝　玉 白　楽 夕　鶴 紫　鳳 瑞　緑 緑　鳳
規　格 500g(167g×3) 500g(167g×3) 500g(167g×3) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6)

税込価格 10,692円 7,992円 6,372円 10,692円 8,532円 7,452円 6,372円 5,292円 4,212円

おいしい理由
◆ 八十八夜前後に摘んだ、若

く軟らかい新芽を使ってい
ます。

◆ 真空・窒素ガス置換包装に
より開封されるまで新鮮さ
を保ちます。

安心の理由
◆ 残留農薬・添加物の検査を

実施し、安全性の確保に努
めています。

◆ 自社農場・契約農場におい
てGAP認証取得し、食品
安全や環境に配慮した原料
を使用しています。

お買い得の理由
◆ ＪＡへの結集によって大量

に取扱われているブランド
です。

◆ 物流と商流の合理化をはか
り、流通コストを大幅に削
減しました。

ＪＡの店舗統廃合に便乗した
　不審な電話にご注意ください!

※詳しくは15頁をご覧ください。




